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① 庁舎周辺等整備事業について

総務課庁舎周辺等整備推進室 1



１ ⽂化交流施設等運営検討会議の開催状況

(1) 委員構成
ア 庁舎周辺等整備アドバイザー １名
イ 各分野における専⾨家 ４名
ウ 地域活性化起業⼈として活動している⽅ ２名
エ 地域おこし協⼒隊として活動している⽅ ２名
オ 町⺠ ４名
カ 町職員 ７名

計 ２０名

(2) 開催状況
第１回 令和７年１⽉２２⽇（コンセプトの共有、機能の整理）
第２回 令和７年２⽉ ４⽇（機能の整理）
第３回 令和７年２⽉１８⽇（基本設計⾒直し案の確認）

(3) 今後の開催予定
第４回 令和７年３⽉ ３⽇（管理・運営⽅法等の検討）
第５回 令和７年３⽉１７⽇（基本設計⾒直し案の最終確認）
第６回 令和７年３⽉２６⽇（理事者へ答申）
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２ 現庁舎の保存活⽤および解体に要する経費の試算および今後の⽅針について

（１） 保存活⽤する場合
ア 計画条件
① １階︓アンテナショップ ２階︓学⽣等を対象とした学習スペース
② 多機能トイレの設置
③ エレベーターの設置

イ 改修費⽤（概算） ５８２，８００千円（税込）
【内訳】① 耐震補強 ６０，９００千円

② 改修⼯事 ４１２，６００千円
③ 設備⼯事 １０２，０００千円
④ 備 品 ７，３００千円

ウ 維持管理費⽤（概算） １８，３００千円／年（税込）
【内訳】① 光熱⽔費 １，８００千円

② 点検・保守 ３，３００千円
③ 清 掃 ３，２００千円
④ 修繕・更新⼯事等 １０，０００千円

【２０年間使⽤した場合】３６６，０００千円（税込）

（２） 解体する場合
解体費⽤（概算） １２５，８００千円（税込）

（３） 今後の⽅針
町⺠等による活⽤⽅法の募集をおこなう。（次ページ「現役場庁舎の検討の進め⽅Step4」） 3



保存活⽤ 解 体

提案内容の審査

役場庁舎耐震診断

内装・維持管理費⽤算出

保存活⽤ or 解体の判断活⽤⽅法の募集

不採択

採 択

提案なし
提案あり

一般的な公共施設として利用でき
る水準で算出

Step1

Step2

Step3Step4

Step5

耐震改修や内装、維持管理に係る費用等に
より判断(庁舎周辺等整備推進室案)

「現庁舎の活用方法として適当か」「補助事業の対象となる
か」「改修費用」など総合的に判断

町民による活用の有無を確認

基本設計に係る予算要求 解体に係る予算要求

【参考】現役場庁舎の検討の進め⽅
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